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酒税に関する要望事項
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平成29年度税制改正により、ビール・発泡酒・新ジャンル商品※の酒税率は段階的に
見直され、2026年10月に1㎘あたり155,000円に統一されることになっています。
これによりビールの税率は、1㎘あたり65,000円の減税となる一方、発泡酒は
20,750円、新ジャンル商品※は75,000円の増税となります。また、同じ発泡性酒類
に分類される「その他の発泡性酒類」は、1㎘あたり100,000円となります。

ビール・発泡酒・新ジャンル商品※トータルの市場規模は直近で、1994年度ピーク時
の6割まで減少しており、需要は厳しい状況が続いています。

ビールメーカー各社は、平成29年度税制改正を踏まえ、中期的
な対応をすすめています。

しかしながら、2026年に統一されるビール・発泡酒の税率は、
他の酒類と比べ依然として格差があり、諸外国と比べても高いと
いえます。

私たちは、ビール・発泡酒のさらなる減税を要望します。

※2023年10月以降、新ジャンル商品の品目表示は「発泡酒②」となります



出典 パンフレット「平成29年度税制改正」平成29年4月財務省（財務省ホームページ）

税率構造の見直し

〇税率の見直しは、消費者や酒類製造者への影響に配慮して、十分な経過期間を確保しつつ段階的に進めます。
〇今回の改革は、厳しい財政状況や財政物資としての酒類の位置付け等を踏まえ、税収中立で行います。
〇税率の段階的な見直しは､その都度、経済状況を踏まえ、酒税の負担の変動が家計に与える影響等を
　勘案した上で実施します。
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ビール

発泡酒

新ジャンル
チューハイ等

低アルコール蒸留酒類等（※2）
2020年10月 2023年10月 2026年10月

22万円（77円）

8万円（28円）

10.8万円（37.8 円）

13.425万円（46.99円）

10万円（35円）

20万円（70円）

18.1万円（63.35円）

15.5万円（54.25円）

（※1）麦芽比率25％未満の発泡酒に係わる税率
（※2）低アルコール分の「蒸留酒類」及び「リキュール」に係る特例税率（下限税率）

ビール

発泡酒（※1）

新ジャンル

平成29年度 酒税改正の概要

単位：円
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清　酒

果 実 酒

12万円

8万円

11万円
10万円

9万円

（注）税率は1㎘あたり

（注）税率は1㎘あたり、（ ）内は350㎖換算

2019年10月 消費税10％
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出典 ： ビール酒造組合、発泡酒の税制を考える会調べ ※各年度4-3月推定値集計

新ジャンル商品ビール 発泡酒

1994年5月
ビール増税

1996年10月
発泡酒増税

1997年4月
消費税5％に

2020年10月
ビール減税

2020年10月
新ジャンル増税

2003年5月
発泡酒増税

2014年4月
消費税8％に

2019年10月
消費税10％に

2006年5月
新ジャンル増税

ビール・発泡酒・新ジャンル商品の市場推移
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ビール・発泡酒・新ジャンル商品トータルの市場規模は直近で、1994年度ピーク時の
６割まで減少しています。



酒税の税率（2026年10月以降）

※ホップ及び一定の苦味料を原料としない酒類、缶チューハイ等
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1缶（350㎖）あたりの酒税額 1度1ℓあたりの酒税額

ビール・発泡酒の税率１㎘あたり155,000円を350㎖缶換算でその他の発泡性酒類（缶チューハイ等）と
比較すると、約20円も高くなっています。
さらに、アルコール1度1ℓあたりで比較すると、缶チューハイの約1.5倍、醸造酒類の約4倍、蒸留酒類の
約3倍もの高い税率が課されています。

ビール・発泡酒ビール・発泡酒 缶チューハイ 15度の
清  酒

12度の
ワイン

焼  酎 ウイスキー
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350㎖缶あたりに占める酒税負担額
※各国は350㎖缶あたりに換算した酒税額

諸外国との酒税額比較（日本は2026年10月以降の数値）

資料 ： 「ビール酒造組合」調べ（2023年1月）、アメリカはニューヨーク市のデータ、邦貨換算レートは2023年1月中における実勢相場の平均値、端数は四捨五入

ビール・発泡酒の税率1㎘あたり155,000円の酒税負担は、国際的に見ても、非常に高率かつ高額で、
フランスの約3倍、ドイツの約11倍、アメリカの約5倍もの負担となっています。
また、醸造酒であるビールに対して、アルコール分1度あたりで、蒸留酒にくらべ高い酒税を課しているのは、
主要諸国の中で日本だけです。
※欧米ではおおむね、蒸留酒には高い税率、醸造酒であるビールやワインには低い税率が標準となっています。

ビール・発泡酒の酒税

主要諸国におけるアルコール分1度あたりの酒税額指数

ビール・ワイン・蒸留酒の酒税

日本
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本体にかかる消費税
酒税にかかる消費税　　

本体＋酒税にかかる消費税

14円（１39円×１０％）
  5円（  ５４円×１０％）　

１9円（１93円×１０％）

酒税

54円

酒税・消費税抜き価格

139円

消費税19円

※現行のコンビニエンスストアの本体価格をベースに、新たな酒税と、消費税10％で算出
※円未満は四捨五入

税合計：７3円
小売価格２12円（消費税込）の

34％

ビ―ル本体：１39円
小売価格２12円（消費税込）の

66％

小売価格（消費税込）212円
（１39円＋５４円＋１9円）

小売価格に占める酒税、消費税（2026年10月以降）

ビールでは小売価格（消費税込）の約34％が税金となっています。
酒類には酒税と消費税が併課されており、ビール350㎖缶で見ると、酒税は54円、
消費税は19円（内5円は酒税にかかる）となります。 

ビール350㎖缶
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n=91 (新ジャンルの価格が高くなったら飲む量が｢減る」と回答）
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ビール・発泡酒・新ジャンルの価格が変わった場合、
飲む量はどのように変化すると思いますか？

Q. 新ジャンルの価格が高くなったら飲む量が減る理由は？Q.

新ジャンルの代わりに何を飲みますか？Q.

消費者の皆様の声（2023年6月ビール酒造組合実施アンケートより）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100（％）

（％）
60.0

40.0

20.0

0

n=679 (家庭でよく飲むお酒として「ビール」と回答）

n=91 (新ジャンルの価格が高くなったら飲む量が｢減る」と回答）

増える 変わらない 減る

ビール系飲料については、消費者は販売価格の変動に対し、敏感に反応します。
販売価格が高くなると、消費者の生活防衛意識が働き、消費が停滞することが懸念されます。
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n=287（家庭でよく飲むお酒として「発泡酒」と回答）
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2026年には、小売価格の34％程度になると想定されるビール系飲料の税負担（酒税+消費税）について
どのように思いますか？

Q.

消費者の皆様の声（2023年6月ビール酒造組合実施アンケートより）

ビール系飲料の税負担率が高いと感じる消費者は6割弱いらっしゃいます。

（n=1200）
高い
57.6％

適正
10.5％

安い
4.4％

わからない
27.5％

酒税に対する意見（抜粋）
家計を圧迫するので、あまり高い税金をかけてほしくない。それでなくても物価高でお酒にかける
お金も控えているのに、ますます手が届かなくなる （40代女性）   
今が高い状態なので、海外と同レベルの酒税に引き下げてほしい （30代女性）   
税金を安くして、消費を活性化してほしい （40代男性）   
酒税と消費税が併課されていることについては納得がいかない （50代男性）   
新制度を詳しく知らないが、税金が上がることで飲む頻度は減ると思う（20代女性）   
ビールの値下げ幅が小さすぎて購入意欲が高まらない （40代男性）   
必需品というわけではないから仕方ないと思う部分もあるが、
国民のささやかな楽しみも奪われているようでつらい （60代女性）



淡麗グリーンラベル サッポロ極ZERO 麦職人

キリン一番搾り生ビール サッポロ生ビール黒ラベル オリオンザ・ドラフト

キリンビール サッポロビール オリオンビール

キリンのどごし〈生〉 サッポロゴールドスター サザンスター
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※

参 考 加盟各社の代表的な製品

ザ・プレミアム・モルツ

サントリー

金麦

アサヒスタイルフリー

アサヒスーパードライ

アサヒビール

クリアアサヒ

※2023年10月以降、新ジャンル商品の品目表示は「発泡酒②」となります
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